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6 一 ハッ ジ (大 巡礼 ) と ウム ジラ ( 小 巡 礼 ) の 章 


① ハ ッ ジ の 意味 と その 法 的 位置 づけ 、 及 びそ の 徳 








@ ハッ ジ と は : ハッ ジ の 諸 行 を 遂行 する べく 特定 の 時 期 に マッ カ を 目指 すこ と に より 、 偉 
大 か つ 昔 厳 な る アッ ラー を 崇拝 する こと で す 。 
























































人 @ 僅 大 か つつ 荘厳 な る アッ ラー は 聖なる 館 (カアバ 神殿 ) を 偉大 な も の と し 、 ハ ラー ム ・ モ 

スク を その 保護 区 と し まし た 。 そ し て マッ カ を ハラ ー ム ・ モ スク の その また 保護 区 と し 、 
ほ に は マッ カ 周 辺 の 聖 城 を マッ カ の 保護 区 と し 、 ま た 更に は ミー カー 上 1 を マッ カ 周 辺 
の 聖 城 の 保護 区 と し 、 そ の 上 に アラ ビア 半島 を ミー カー ト の 保護 区 と され まし た 。 そ し 
て これ ら 全 て は か れ の 聖なる 館 を 偉大 か つ 財 高 な 、 尊い も の と する た めで あっ た の で す 。 
至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た :- 人 々 の ( 此 拝 行為 の ) た め に 設け られ た 最初 の 館 こ 
そ は 、 祝 福 に 溢れ た 万 有 へ の 導き で ある マッ カ の それ (カアバ 神殿 ) で ある 。 そ こ に は 
数 々 の 明白 な み し る し が ある 。( そ の 内 の 1 つが ) イブ ラー ヒー ム の 立ち 所 (で ある )。 
そこ (マッ カ の 聖 城 ) に 入っ た 者 は 安全 な の だ 。 そ し て そう する こと が 出来 る 人 々 に は 
その 館 を 訪問 する と いう アッ ラー へ の 義務 が ある 。 それ を 否定 する 者 が あっ て も 、 実 に 
アッ ラー は 何 も の を も 必要 と され て は いな い の だ 。, (クルアーン 3 : 96ー97) 



















































































⑯ ハッ ジ の 美 点 と その 極意 








1 一 ハッ ジ は イス ラー ム の 同胞 愛 と 、 イ スラ ー ム の ウン マ (共同 体 ) の 体現 で す 。 そ こ 
に お いて 人 種 や 肌 の 色 、 言 語 や 祖国 、 階 級 な どの 違い は 溶解 し 、 人 間 が アッ ラー の し も 
べた る こと と 同胞 愛 の 真実 性 が 顕現 し ます 。 ゆ え に 皆 同じ 出で立ち を し 、 同 じじ 方 向 へ と 
向かい 、 同 じ 1 つの 神 を 崇拝 する の で す 。 




























































































2 一 ハッ ジ は そこ に お いて ムスリム が 忍耐 心 を 培う 、 鍛 錬 の 場 で す 。 ま た 人 々 は そこ に 
お いて 終末 の 日 と 、 そ こ で 起き る 様々 な 志 ろ し い 出 来 事 を 想起 し つつ アッ ラー の し も ゃ も 
で ある こと の 悦び を 味わい 、 主 の 僅 大 さと 、 全 て の 創造 物 が か れ な し で は いら れ な いと 
いう 事実 を 知る の で す 。 


























3 一 ハッ ジ は そこ に お いて 報奨 を 獲得 し 、 過去 に 犯 し た 罪 を 赦免 され る 偉大 な 時 節 で す 。 
し も べべ は そこ で 主 の 御前 に は べり 、 そ の 唯一 性 を 朗 ヨ ら の 罪 を 省 み 、 そ の 主 に 対し 
て 義務 を 果たす こと に 8 四 の ES あの の ので 2 の 8 の 0 
母親 か ら 生 まれ た 日 の よう な 無垢 で 清浄 な 状態 に 戻っ て 自分 の 国 に 帰る の で す 。 
























































































































































まし く は 「② ミ ー カ ー ト 」 の 章 を 参照 の こと 。 
1 





中 


1 訳者 注 : 











4 一 また ハッ ジ は 預言 者 や 使徒 (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) が 置か れ て いた 状況 や 、 
彼ら の イ バ ー ダ (崇拝 行為 )、 ダ アワ (布教 )、 ジ ハー ド (奮闘 )、 高 徳 と いっ た 物事 を 
想起 させ 、 か つ 家 族 や 子供 と 離れ 離れ に な る こと に よっ て 自ら を 堅固 な 者 と し ます 。 

































































5 一 また ハッ ジ は 、 そ こ に お いて ムスリム 同士 が 互い の 状況 定 学 識 、 貧 富 や 宗教 に お け 
る 敬 虎 さと 正 し さ な どの 差異 を 知る こと の 出来 る 、1 つの 簿 で も あり ます 。 




















⑯ ハッ ジ の 法 的 位置 づけ : 



































ハッ ジ は イス ラー ム の 5 柱 の 内 の 5 番目 の 柱 で あり 、 自 由 民 で 精神 的 に 健常 な 成人 ム ス 
リム で それ が 可能 な 者 は 、 出 来る だ け 早 い 内 に それ を 一 生 に 1 度 は 行わ な けれ ば な り ま せ 
ん 。 



























































ハッ ジ は ヒジ ュ ラ 歴 9 年 に 義務 付け られ まし た 。 預言 者 ( 役 に ア ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平 
安 あ れ ) が ハッ ジ を 行っ た の は 1 度 だ け で 、 そ れ が 「 列 れ の ハッ ジ 」 と 呼ば れ て いる も の 
が 。 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た :- そし て そう する こと が 出来 る 人 々 に は 、 そ の 館 ( カ 
アバ 神殿 ) を 訪問 する アッ ラー へ の 義務 が ある 。 そ れ を 否定 する 者 が あっ て も 、 実 に アッ 
ラー は 何 も の を も ゃ 必要 と され て は いな い の だ 。, (クルアーン 3 : 97) 








2- イ ブン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た 『 イス ラー ム は 5 つ (の 基幹 ) の 上 に 成 
So で の (で れ ら だ 大) デジ ョ バル ポー アウ ルター マリ アー パッ パッ シッター、 グッ 
2 に アン ベンダ ジッ ググ ドル み アー ジン シス とこ ルル アッシジ ー の 人 に 
真 に 祭 拝 すべ きも の は な く 、 ム ハン マ ド が その し も べべ で あり 使徒 で ある こと を 証言 する ))」 
と いう シャ ハー ダ (証言 ) と 、 サ ヌー (礼拝 ) を 行う こと 、 が カー (次 財 ) を 施す こと 、 
2 バッジ とし て チマ グー ン 月 の ナグ 2 ( 請 式 で あめ る に (7 ルー ジン バ ー ル リー と スス ルム の 
伝承 2) 









































⑯ ハッ ジ が 遂行 可能 と 見 な され る 者 と は ? 





身体 的 に 健常 か つ 旅 行 可能 で 、 ハ ッ ジ に 行っ て 戻っ て くる だ け の 余剰 財産 と 移動 手段 を 
確保 出来 る 者 の こと で す 。 ま た 借金 や 、 自 ら と その 扶養 者 の た め の 法 的 支出 の 義務 を 果 た 
し 、 か つ 本 来 自 ら が 必要 と し て いる 物資 以上 の も の を 備え て いな けれ ば な り ま せん 。 































































































⑯ ハッ ジ が 義務 付け られ る 者 : 





2 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (8  、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (16)。 文 章 は ムスリム の も の 。 
2 





























ジ を 遂行 する こと が 不可 能 な 者 は 

















また 身体 的 に は 問題 が な な く と も 十分 な 財産 を 有 さ な い 者 に は 























ヨ ら の 財産 と 身体 に お いて ハッ ジ を 遂行 する こと が 可能 な 者 に は 、 自 分 で ハッ ジ を 行う 
こと が 義務 付け られ ます 。 ま た ハッ ジ を 行う の 





に 十分 な 財産 は ある も の の 、 身 体 的 に ハッ 
E か に その 代行 を 依頼 する こと が 義務 付け られ ます 。 
、 ハ ッ ジ は 義務 付け られ ませ 











ん 。 そ し て 同様 に 、 経 済 的 に も 身体 的 に も ハッ ジ を 遂行 する 能力 の な い 者 に は ハッ ジ が 義 








務 付 けら る こと 店 ませ ん 。 


人 @ ハッ ンジ を 遂行 する の に 十分 な 財産 を 持た な い 者 は 、 が カー ( 塗 財 ) を 受け 取っ て 、 そ れ 


を ハッ ジ の 費用 に 当て る こと が 許さ れ 3 





の 1 つ で ある か ら で す 。 


@ ハッ ジ と ウム ラ の 徳 : 


中 7 グー ジジ イン ん 人 胡 に よ ッ クー の と 








に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) ( 





























′ 最上 の 行い は 何で し 








E す 。 と いう の も ハッ ジ は 、 至高 の アッ ラー の 道 











満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 


ょ よう か ?*" と 誠 か れ て 、 こ う 


語 必 ま し 2 だき PD PP あの の で IM で 、 それ で ほそ で れ に 次 で 








も の は 何で し ょ うか ?" と 誠 か れる と 、" 
RGM 避 が 枯 る と 、 下さ く 符 

















と 言い まし た 。 そ し て 更に " それ ! 








アッ ラー の 道 に お け 


る ジハード (奮闘 ) で ある " 





26 だ 2 ウツ ジン 3 で ある で 言い まし た だ 。」 (アル テニ プー リー と より の 信 承 9 


2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) ! 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が こ 
に ハッ ジ を 行い 、 そ こ に お いて 淫ら な 言 穫 
者 を 生ん だ 日 (の よう な 無垢 な 状態 ) 



































ム の 伝承 5) 








は 言い まし た : 「 私 は 、 預 言 者 ( 彼 




















の よう に 言う の を 聞き まし た #* アッ ラー の みゆ え 





に 舞い 戻る で あろ う 。"」 


3 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ! 


ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い 
それ は その 間 の ( 罪 の ) 償い と な ろう 。 そ し て 1 























E し だ 





の 何 物 で も な い 。" 」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 6) 





や 人 罪深い 行い を 犯さ なか っ た 者 は 、 母 親 が その 


(アル テ ブ ハー リー と ム ス リ 





ず 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に 





1 ウム ラ を 行っ た 後 で また ウム ラ を 行え ば 
E し く 行 われ た ハッ ジ の 報 胡 は 、 天 国 以 外 


















































⑯ ハッ ンジ の 義務 の ある 者 で 、 そ の 義務 を 果たす こと な く 他 界 し た 者 は 、 そ の 遺産 か ら 彼 の 





た め の ハ ッ ジ の 代行 費用 を 拠出 し 


@ マハ ラム の 同伴 な し に 女性 が ハッ ジ や ウム ラ を 6 





3 訳者 注 : 原語 で は 「 ハ ッ ジ ・ 0 





4 ヒー フ ・ ア デル テ プ ブ ハー リー (1519) 、 
5 ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1521) 、 
6 ヒー フ ・ ア デア ル テ ブ ハー リー (1773) 、 





























に すら 


うこ と の 法 的 見 解 : 


この 言葉 に は 上 記 訳 の 他 様々 な 解 彼 が あり 、「 罪 を 犯す こと 
な く 完 遂 し た ハッ ジ 」 と か 、「 そ こ 人 し 、 暫 際 お R の と 」 な ど と いっ た 解 息 も あり ます 。 


ー フ ・ ム スリ ム (83)。 
ー フ ・ ム スリ ム (1350)。 


文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 


人 寺 に 


き 





女性 は その 夫 や 、 ま た いか な る 状態 に お いて も 媒 》 
や や 息子 な どの マハ ラム の 存在 が な けれ ば 、 ハ ッ ジ の 義務 を 課さ れ 3 
存在 し て いて も 彼 が 彼女 と の 同伴 を 拒む の で あれ ば 、 や は り ハ ッ ジ の 
マハ ラム の 同行 な し に 女性 が ハッ ジ す る こと は 罪 で す が 、 そ の ハッ ジ E 














れ ま す 。 


女性 は その 年 齢 、 他 に 女性 の 同伴 者 が か ある か どう か 、 
ハラ ム の 同伴 な し に は ハッ ジ 及 びそ れ 以 外 の いか な る 旅行 に も 日 
す 。 そ れ は 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 
し て は な ら な い 」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 8 お ) と いう 言葉 か ら 導 き 日 





























法則 に よっ て いま す 。9 


⑯ ハッ ジ の 代行 に 関す る 法 的 見 解 : 


高齢 や 回 復 の 見 込み の な い 病 、 あ る い は 死な どの 理由 に よっ て ハッ ジ の 義 





























が 許さ れ な い 関 係 に ある 父親 や 兄弟 
また マハ ラム が 
は 課さ れ ま せん 。 




































































は 有効 と 見 な さ 


短 な ど を 問わ ず 、 マ 
HH る こと を 禁じ られ て いま 
E 安 あれ ) の 「 女 性 は マハ ラム な し に 旅行 








日 され る 一 般 


欠 を 遂行 で き 


な い 、 あ る い は 出来 な か っ た 者 の ハッ ジ を 代行 する 者 は 、 わ ざわ ざ そ の 本 人 が ハッ ジ の た 
め の 旅 行 を 本 来 開始 す べき だ っ た 地点 か ら 旅 行 を 始め る 必要 は な く 、 適 当 な ミー カー トム 10 か 














ら プ イフ ラー ム 1 せ 1 に 入る こと が 出来 ます 。 ま た ハッ ジ を 代行 する 者 は 、 既に 















































ら の ハッ ジ の 義 


務 を 果たし て いな けれ ば な り ま せん 。 ま た ハッ ジ の 代行 を 依頼 し た 本 人 は 、 代 理 人 が ハッ 
ジ の 諸 行 を 行っ て いる 間 、 イ フラ ー ム 中 に 禁じ られ て いる 諸事 を 犯さ ず に いる 必要 は あり 








ませ ん 。 








イブ ン ・ ア ッ バ パー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 (後に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は アッ テラ ウ ハ ー12 で キャ ラバ ン と 遭遇 し 、 こ う 言 いま し た :T こ 
の 民 は 何者 か ?" (する と 彼ら は ) 言い まし た ! ムスリム で す 。* (彼ら は ) 言い まし た 》! あ 
な た は 誰 で すか ?" (預言 者 は ) 言い まし た : アッ ラー の 使徒 だ 。" する と 1 人 の 女性 が 彼 
の 方 に 幼子 を 差し 出し 、 こ う 言 いま し た アッ ラー の 使徒 よ 、 こ の 子 に も ハッ ジ は 課せ ら 
れ て いる の で すか ?” (預言 者 は ) 言い まし た ああ 。 そ し て (そう すれ ば ) あな た に 報 






















































































奨 が あろ う 。"」( ム スリ ム の 伝承 3) 





7 訳者 注 : シャ ー フ ィ イ ー 学 派 で は 、 マ ハラ ム の 同 信 
者 が いれ ば ハッ ジ が 義務 付け られ る と され て いま す 。 ア ル テ ア ウザ ー イ ー、 イ ブン ・ タ イミ ー ヤ な ども 同 




















様 の 見 解 を 明 ら か に し て し \ ま す 。 








8 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1862) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1341)。 
9 訳者 注 : シャ ー フ ィ イ ー 学 派 、 及 び マ ー リ ク 学 派 の 一 部 で は 、 道 








な し で も 女性 の 旅行 は 可能 と いう 説 が あり ます 。 


10 訳者 注 : 詳 し く は 「② ミ ー カ ー ト 」 の 章 を 参照 の こと 。 
11 訳者 注 :「 イ フラ ー ム 」 と は ハッ ジ に せよ ウム ラ に せよ 、 ポ 巡礼 の 儀 の 開始 を ニー ヤ ( 意 


す 。 






































が 得 ら れ な い 女 必 








の 安全 が 保障 され る 同伴 
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の 安全 が 確保 され て いれ ば マハ ラム 











SS で 








12 訳者 注 : マッ カ と マデ ィ ー ナ の 間 に あ る 場所 の 名 で 、 預 言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) た 




















ち は ヒ ジュ ラ 暦 11 年 ハッ ジ の た め に ここ を 通り か か り ま し た 。 


13 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (1336)。 








@⑯ 身体 的 に ハッ ジ の 遂行 が 可能 な 者 は 、 任意 の ハッ ジ や ウム ラ の 代行 を 他人 に 依頼 する こ 
と が 出来 ます 。 そ の 際 代 行者 に 報酬 を 与え て も 与え な く て も 、 間 題 は あり ませ ん 。 
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@ ハッ ジ の 途中 で 他界 し た 者 は 、 そ の 者 が 完遂 出来 な か っ た 残り の ハッ ジ の 諸 行 を 代行 に 
よっ て 完遂 する 必要 は あり ませ ん 。 そ の 者 は 審判 の 日 、 タ ル ど 14 を 唱え な が ら 復活 し 
ます 。 ま た 全く サジ ー (礼拝 ) を する こと な く 他 界 し た 者 は ムスリム と は 見 な され な い 
た め 、 そ の 者 の ハッ ジ や ザ カ ー ( 浄 財 ) を 代行 する こと は 許さ れ ま せん 。 












































人 @ 月 経 や 産後 の 出血 の ある 女性 の アフ ラー ム 15 の 形 : 





月 経 や 産後 の 出血 の ある 女性 は グ ス ノ !46 を し 、 ハ ッ ジ 、 あ る い は ウム ラ の イフ ラー ム を し 
て 、 そ の まま ハッ ジ の 諸 行 を 行う こと が 許さ れ ま す 。 但 し その 場合 タワ ー プ "だ け は 清浄 な 
状態 に な る まで 行う こと が 出来 な い の で 、 出 血 が な く な っ て か ら グ スル を し 、 そ れ か ら ハ 
ッ ジ の 諸 行 を 完遂 し て イフ ラー ム を 解き ます 。 一 方 ウム ラ の イフ ラー ム の 場合 は 出血 が 終 
了 し て か ら グ スル を し 、 そ れ か ら ウ ムラ の 諸 行 を 行っ て イフ ラー ム を 解き ます 。 
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⑯ ハッ ジ と ウム ラ を 継続 し て 多く 行う こと の 徳 : 





イブ ン ・ マ スウ ー ド ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た ? ハッ ジ と ウム ラ を 継続 し て 多く 行う の 
だ 。 そ れ は 丁度 ふい ご が 鉄 や 金銀 の 不純 物 を 吹き 飛ば す よう に 、 作 し さと 罪 を 追い や っ て 
くれ よう 。 そ し て 正しく 行わ れ た ハッ ジ の 報奨 は 、 天 国 以外 の 何 物 で も な い 。" 」( ア ッ テ テ 
ィ ル ミズ イー と アフ マ ド の 伝承 8) 


















































@⑯ マッ カ を 訪問 し た 者 が 、 ウ ムラ の た め に 一 時 的 に マッ カ か ら 出 る こと に 関し て の 法 的 見 
解 : 


ハッ ジ 、 あ る い は ウム ラ の た め に マッ カ を 訪れ た 者 が 、 任 意 の ウツ ムラ の た め に 一 時 的 に 
マッ カ の 聖域 外 に 出る こと は 忌避 すべ きこ と で す 。 と いう の も それ は ラマ ダー ン 月 か どう 5 
か に 関わ ら ず 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) も その 教 友 た ち (彼ら に ア 
ッ ラ ー の ご 満悦 あれ ) も し な か っ た こと だ か ら で す 。 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 
平安 あれ ) が アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に ウム ラ を 行う た め に マッ カ を 
一 時 的 に 出る よう に 言っ た の は 決し て 命令 で は な く 、 彼 女 の 心情 を 配慮 し て の 許可 だ っ た 































































































14 訳者 注 : 詳 し く は 「③ イ フラ ー ム 」 の 章 を 参照 の こと 。 

15 訳者 注 :「 イ フラ ー ム 」 と は ハッ ジ に せよ ウム ラ に せよ 、 巡 礼 の 儀 の 開始 を ニー ヤ ( 意 
す 。 
16 訳者 注 : 心身 の 清浄 化 を 意図 し た 全身 の 洗浄 。 

17 訳者 注 :「 タ ワー フ 」 は 巡礼 (ハッ ジ と ウム ラ ) の 諸 義 務 行 為 の 内 の 1 つ 。 ア ッ ラ ー を 崇拝 する た め に 
カアバ 神殿 の 周囲 を 7 回 逆 時 計 回 り に 廻り ます 。 
18 良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ ニ ティ ルミ ズィー (810)、 ム スナ ド ・ ア フィ マ ャ ド (3669)。 文 章 は アッ ニテ ィ 
ルミ ズィー の も の 。 





) (ずる こと で 
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の で す 。 ウ ムラ の た め に 一 時 的 に マッ カ を 出る こと より は 、 タ ワー を する 方 が 優れ て い 
る と 言え ます 。 











また アー イシ ャ の よう に タン イー ム 19 か ら ウ ムラ する の は 、 彼女 の よう に 月 経 ゆ え に ハ ッ 
ジ の ウム ラ を 完遂 出来 な か っ た 者 に 限ら れ た こと で す 。 そ れ ゆ え 彼 女 と 同様 の こと を する 
の は 、 男 性 は 言う まで も な く 、 そ の よう な 状況 に は な か っ た 女性 に も そもそも 定め られ た 
こ ど で は な い ゆ の で す 。 


























@ 未成 年 者 の ハッ ジ と ウム ラ に 関す る 法 的 見 解 : 





未成 年 者 の ハッ ジ は 義務 で は あり ませ ん が 、 任 意 で 行え ば 正しく 有効 な も の と 見 な され 

ます 。 分 別 が つい て いる 未成 年 者 に つい て は 成年 男女 と 同様 に 巡礼 の 諸 行 を 進め ます が 、 
まだ そう で は な い 子 供 に 関し て は その 後見 人 が 彼 あ る い は 彼女 の た め に イフ ラー ム や タワ 
ーー ジジ が デイ レーン キマ フー ド の 科 有 な ど を 代理 し て 行い いま し か し ヘッ ジグ が みっ が に 
関わ ら ず 、 本 人 に 出来 る こと は 本 人 に や ら せ た 方 が より 望ま し いで し ょ う 。 ま た 未成 年 は 
成人 後 、 義 務 の ハッ ジ が 新た に 義務 付け られ ます 。 




































































@ 既に ハッ ジ を し た こと の ある 未成 年 者 や 奴隷 が それ ぞ れ 成人 し た り 、 ある い は 自由 民 に 
な っ た り し た 場合 、 そ の 時 点 で 本 来 の ハッ ジ の 義務 が 発生 し ます 。 























@ 未成 年 者 の ハッ ジ は 有効 で 、 か つ そ の 引率 者 は それ に よる 報奨 を 得 ます 。 





イブ ン ・ ア デ ッ パ バー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 あ る 女性 が 彼 の 方 
に 幼子 を 差し 出し 、 こ 2 言い まし た アッ ラー の 使徒 よ 、 こ の 子 に も ハッ ジ は 課せ られ て 
いる の で すか ?" (預言 者 は ) 言い まし た ああ 。 そ し て (そう すれ ば ) あな た に 報奨 が 
あろ う 。" 」( ム スリ ム の 伝承 20) 





























⑯ タウ ヒー ド の 徒 2 で な い 者 が モス ク に 入る こと に 関す る 法 的 見 解 : 








タウ ヒー ド の 徒 で な い 者 が ハラ ー ム ・ モ スク に 入る こと は 許さ れ ま せん 22。 し か し それ 以 
外 の モス ク に 関し て は 、 そ れ が イス ラー ム の 福利 に 叶う こと で あれ ば 入る こと を 許さ れ ま 
す 。 























1 一 李 高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : - 信仰 する 者 た ちよ 、 シ ルク 23 の 徒 は 不浄 で あ 
る 。 そ れ ゆ え 今 年 以降 は 彼ら を ハラ ー ム ・ モ スク に 近付け て は な ら な い 。 も し あな た 方 が 








19 訳者 注 :「 タ ン イ ー ム 」 と は マッ カ 北 部 の 聖域 境 に ある 地名 の こと で す 。 マ ッ カ 中 心 部 か ら は 約 7 キロ 

離れ て いま す 。 

20 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (1336) 。 

21 訳者 注 : 詳 し く は 「 タ ウ ヒ ー ド と イー マー ン 」 の 章 の 「 タ ウ ヒ ー ド 」 の 項 を 参照 の こと 。 

22 訳者 注 : そもそも 聖域 自体 ムスリム 以外 は 入れ ませ ん 。 

23 訳者 注 : 詳 し く は 「 タ ウ ヒ ー ド と イー マー ン 」 の 章 の シル ク の 項 を 参照 の こと 。 
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困 鑑 を 恐れ る の で あっ て も 24、 ア ッ ラ ー が その 恩恵 で も っ て あな た 方 を 豊か に し て くれ よ 5。 
実に アッ ラー は 全て を ご 存 知 に な り 、 こ の 上 な い 英 知 を 備 そ られ た お 方 で ある 。, (クル 
アー ン 9 : 28) 




















2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 預 言 者 ( 彼 に アッ 
ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は (ある 時 ) ナジ ュ ド 地方 に 騎馬 隊 を 派遣 し まし た 。 彼ら は 、 
スマ ー マ ・ ブ ン ・ ウ サー ル と いう バ ヌ ー・ ハ ニー ファ 族 の 男 を 1 人 連れ て や っ て 来 ま し た 。 
彼ら は その 男 を モス ク の 柱 に くく りつ け ま し た が 、 そ こ に 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝 
昌 と 平安 あれ ) が や っ て 来 て 、 こ う 言 いま し た ? スマ ー マ を 自由 に し て や りな さい 。′ そ 
れ か ら 彼 (スマ ー マ ) は モス ク 近 く の ナ ツメ ヤシ の 木 の と ころ まで 行く と 全身 洒 浴 し 、 モ 
2 の AO で うり 言い し た グン ジウ ョ パピポ ピッ アッ ジン ーッ ガク グーン ツク アル ンジ クル ジー アワ ュ グン 
ジテ ハ ド が デン ナス ハバ ンマ ダン ・ テ スール ッ ジ ー ( 妊 は 、 アッラー の 他 に 真 に 上 末 拝 すべ 
きも の は な く 、 ム ハン マ ド が アッ ラー の 使徒 で や る こと を 証言 する )。"」 (アルテ ブ ハ ー リ 
ー と ムスリム の 伝承 25) 







































































































































































信 ハラ ム (聖域 ) の 特質 : 
マッ カ の 聖 城 に は 、 次 に 挙げ る よう な 特質 が あり 
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そこ で の サザ ラー (礼拝 ) の 報奨 は 倍増 し 、 
8 

非 ム スリ ム が 立ち 入り を 禁止 され る こと 。 

(報復 で は な く 自 ら 始め る ) 戦い の 禁止 。 
そこ で レモ ング ラス 以外 の 草木 を 刈る こと 26 や 、 あ る 特定 の 害 獣 を 除く 全て の 生き 物 の 殺 
生 の 禁止 。 
そこ に お ける 拾得 物 に つい て 告 太 し な けれ ば な ら な いこ と 。 
狩猟 の 禁止 。 

そし て そこ に 、 人 々 の た め に 最初 の 館 が 











Qr( 
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た そこ で の 悪行 に よる 罪 も また 倍増 する こ 





















































策 さ れ た こと 。 














至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : - 人 々 の ( 某 拝 行為 の ) た め に 設け られ た 最初 の 館 こ 
そ は 、 祝福 に 溢れ た 万 有 へ の 導き で ある マッ カ の それ (カアバ 神殿 ) で ある 。 そこ に は 数 々 
の 明白 な み し る し が ある 。( そ の 内 の 1 つが ) イプ ブラー ヒー ム の 立ち 所 (で ある )。 そ こ ( マ 
ッ カ の 聖域 ) に 入っ た 者 は 安全 な の だ 。 そ し て そう する こと が 出来 る 人 々 に は 、 そ の 館 を 
訪問 する アッ ラー へ の 義務 が ある 。 そ れ を 否定 する 者 が あっ て も 、 実 に アッ ラー は 何 も の 
を も 必要 と され て は いな い の だ 。, (クル アー ン 3 : 96 一 97) 





24 訳者 注 : ハッ ジ と ウム ラ は イス ラー ム 以 前 に も 存在 し て いま し た が 、 マ ッ カ の シル ク の 徒 は 特に ハッ ジ 
の 時 期 に お いて マッ カ の 物質 的 繁栄 と 興隆 に 大 きく 貢献 し て いま し た 。 そ れ ゆ え ア ッ ラ ー か ら こ の 命令 が 
下っ た 時 に 、 あ る 者 た ち は そ の 第 栄 が 消失 し て し まう こと を 恐れ まし た が 、 そ の よう な 誤っ た 考え に 対し 
て この 旬 が 下っ た と され ます (アッ テ シ ャ ウ カ ー ニ ー 著 クル アー ン 解 釈 「 フ ァ ト ゥ フ ・ ア ル テ カ ディ ー ル 」 
直 め )。 
25 サ ヒ ー ブ ・ ア ル テ ブ ハー リー (462) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1764)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
26 訳者 注 : 栽培 用 に 人 為 で 植え た 物 は 除外 され ます 。 
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